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殺虫剤によるダニの防除に関する野外試験

近　　木　　英　　哉

　　　　　　　　　　亘1deya　CHIKAKI

F1e蛆Stud1es　on　the　Con肚o1of　T1cks　w1t1h　Insectlc1d．e

　　　　　　　　繕　　　　　言

　放牧牛に寄生するダニの防除に関する試験は，今まで

に数多く試みられているが，適当な方法が発見されない

ようであって，島根県三瓶山放牧地においてもダニ寄生

による被害を恐れ近年和牛の放牧頭数がいちじるしく減

少している。

　殺虫剤による防除については，牧野にリンデン，アル

ドリン，クロールデンなど塩素剤の散布試験が行なわれ

ており，鈴木・福井（7）もそれが有効であるという、動物

体上のダニに対し，欧米ではマラチオン噴霧が行なわれ

ており，わが国では岩科ら（3）や黒肥地ら（4）の報告もあ

る。しかし主剤による家畜の中毒や，油剤・乳剤ではそ

の溶剤による家畜の皮膚炎などの恐れもあり，さらに塩

素剤ではそれが安定であるだけに家畜の体内にはいると

乳汁に移行し，ひいては人体内で検出されるなど，薬剤

の使用には種々の欠陥が認められるに至った。

　近年，低毒性有機燐剤の開発により，これの利用が進

められているが，三浦（5）はプレミァムスミチオンの／0％

乳剤と粉剤によって防除試験を行ない，その効果を認め

ている。

　今回，すでに輸入されて衛生害虫駆除剤として用いら

れていた低毒性有機燐剤ナンコールDOW　Che姐ica1

Co．U．S．A．NANKOR；O，O－di㎜ethy1O－2，4，5一

打1c阯oropheny1pbosphoro伽oateの，高濃度の動物用

25％乳剤が国内で製造されるようになった。この主剤濃

度の高いことは，薬剤を薄めた際に溶剤濃度が主剤濃度

の低いものに比し主剤濃度に反比例して低下する。この

ため溶剤によって起った皮膚炎などの危険性がほとんど

なくなったといわれている。この薬剤での種々の衛生害

虫に対する防除試験は数多く行なわれているが，家畜に

寄生するダニに対して難波（6）の報告があるが，ほかには

あまり試験されていないようである、

　たまたまこの薬晶の提供を受けたので，これについて

若干の試験を行なった、天侯など種々の制約を受けて試

※　島根薩科大学功手（生物学研究室）

験が計画通り進まなかったが，一応の結果を報告する。

　試験に際し，多大の援助を与えられた鳥上農業協同組

合，本学三瓶農場ならびに貴重な家畜を貸与された飼育

者に深く感謝するとともに，終始試験に協カされた吉田

正温氏禁，実験の補助をつとめた学生諸君に厚く謝意を

表する。また新製晶を提供された三共株式会社に感謝す

る。

　　　　　　　　実験方法と材料

　実験は残留効果試験，牛体塗布試験と牧野散布試験の

3種類を行なった。実験に用いた薬剤はすぺて動物用ナ

ソコール25％乳剤であった。

工．残留効果試験

　薬剤を牛体に塗布または牧野に散布した場合，その効

果がどれほど持続されるものか，そのめどをつけるため

この実験を行なった。

　薬剤は0．25％，0．5％，1．0％の濃度に薄められた。こ

れらを泊紙に充分吸わせヤシーレに入れ，このシャーレ

を組分け調製して，当轟とその後1週間おきに使用し，

ダニを／時間はわせて後，24時間後の効カが変化するか

どうかを調べた、

試験に用いたタニはフタトゲチマタニ（肋㈱ψ伽吻脇

腕柳03αNEUMANN）の若虫で，試験直前に放牧地か

ら採集したものであった。

　試験は各濃度と無処理におのおの3個のシャーレを用

い，1シャーレに20頭のダ千を入れ・1時間後水を吸わ

せた炉紙を入れた別のンヤーレに移し，24時間放置した

後死虫数を調べた。

　薬は6月11目に調製し，当目，6月／8目，6月25目に

ダニを入れた。その後も継続する予定であったが開始が

遅れたため，7月にはいると放牧地のダニが減少し，実

験当目に実験に要するだけのダニの数を集めることがで

きなくなったので中止した。

　ダニは三瓶放牧地で採集し，試験は島根農科大学三瓶

農場で行なった。

皿．牛体塗布試験

牛に薬を塗り，その後のダニの寄着状況を調ぺた④ダ
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二は夏ξ秋とで発育段階が異なるので，試験は両季節に

行なった。この試験においては，ダニは種類を問わず数

えたが，すでに報告したように（1），大部分がフタトゲチ

マダニであった。

　薬剤の濃度は夏も秋も0．25％，0．5％，1．0％であった

　　1．夏の試験：三瓶燃において，和牛3頭を用いて

行なったが，3戸の農家から／頭ずつ借り受けたもので

年令が異なり放牧目もまちまちで，同条件で開始できな

かった。

　試験は各牛ごとに，左片面に各濃度の薬剤を塗布し，

右片面は各牛とも無処理で比較に用いた。牛には両面と

も・3カ所に5cmx5c㎜の区画を定め，毛を少し刈っ

て印を付け・この中のダテのみを数えた。（第1図）

　薬剤塗布後は牛を自由に放牧した机　1．0％垂布の牛

はその目カ干ら初めて放牧されたもので，他は放牧後数日

を経て塗布された。

　ダニは塗布前と24時間暖に数えられ，その後は7日，

14目，21目目に調べられた。牛は21目目の調査を待って

直ちに牽舎に戻されたので，試験はこれ以上続けること

ができなかった。試験は6月／1目に開始され，薬はこの

目塗布された、．

　2．秋の試験：試験は鳥上繍※において，農家から借

用した二和牛4頭を用いて行なった一牛の年令はまちまち

であ？た机試験当日薬剤塗布後一せいに放牧が開始さ

れた。薬剤は1頭ごとにO．25％，0．5％，1．0％のものが

牛の両側全体に塗布され，1頭は無処理であった。

…ダ三の数は第1図の1と3の場所gみ両面で数えら

れ，腹部の2の部分はダニの寄生がきわめて少ないので

省かれた二　　　　　　　　青，

　試験闘始は9月10日で、調査日は夏と同様塗布前，塗

布後24時間と7目，14目，21日目であった。

　皿．牧野散布試験

　鳥上放牧地内において，101m×／0皿の区画を5カ所設

定し，’1区画ずつ各0．25％，0．5％∫1．0％の薬剤を24

あて噴霧暑睾で散布した。ダニはフランネル法〔2）によって

1㎡のフランネルを縦横に10皿ずつ各2回計4回ひっぱ

り，付着したダニを数えた。2区画は無処理とした。

．調査は散布前と散布後24時間，7目，14目目に行なっ

た。天侯不良で開始が延期されたので9月30日からとな

り，14目目の10月14日にはダニがいちじるしく減少した

ため試験はその目で終了させた。

工．残留効果試験

試　験　結　果

w一．’島根県大田市三瓶町

蝉美※　島根県仁多郡横囲町鳥上
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Fi鼠1　The　spo亡s　where曲e　number　of　ticks

　　　were　counted。

　結果は第1表の通りであるが，この数字は供試虫数に

対して完全に死亡を確かめた死虫数から求めた死亡率で

ある、

　Tab1e　l　The　morta1ity　of亡icks虹24hours

　　　　　after　exposed－to　NANKOR　foτ1110m

Density　of

　　　NANKOR
thedayof
　　　　preparat工on
7　days　after
　　　　preparation
／4days　aftcr
　　　　prep皇ration

0．25％0．5％／．0％

63，3　　　78，3　　　96，7

76，7　　　88，3　　　91，7

80，0　　　9／．7　　　90．0

ト・・t・・1

5，0

13，3

16．6

皿．牛体塗布試験

　1．夏の試験：第2表に示したが，数字は3調査個所

の合計数であって，無処理はその3頭分の合計を1頭当

りに平均したものである。

　Tab1e2　The　nu㎜beτof　ticks　on　the　catt1e

　　　　　after　the　treatment　w1th　NANKOR
　　　　　（Sun1I皿er　test）

Density of 

NANKOR 
C.257(o~' C 5;~~o~' I C.0<2~o control 

before treatment 1 6 2c O 8.7 

after 24 hours 

4 5 9.7 

after 7 days 12 15 8 8.7 

after 14 days 1 6 29 5 14.7 

after 21 days 

8 8 9 15.0 

…％・・％1・刈…拉・1

Tab1e3　The　nU血ber　of　ticks　on　the　catt1e

　　　　af吉er　the　trea亡皿ent　with　NANKOR

　　　　（Autumn　test）

Density of 
NA NKOR 

C . 25 ~.ol o . 5~~ 1 . Cloov control 

b ef ore treatment c
 

c
 

O
 

c
 

af ter 24 hours 
1
1
 

5
 

7
 

47 
af ter 7 bays 1 24 lu* 7 ' O 

45 5cc-
af ter 14 days 70c- 6cc- 29c 1 , cOc-

af tA_r 21 days 47 59 55 181 

contro1

　500－

1，000一
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　2．秋の試験：第3表の通りであって，数字は1頭に

ついて4調査個所の合計である。500以上を数えたもの

は争狭い区画内にすき間なく並んだダニを正確に数える

ことが困難であるため，は数は切り捨てて100単位で表

わした、

皿　牧野散布試験

　第4表に示した数字はフランネル法によって付着した

ダニの総数である。

　Table4　The　mmber　of　t1cks1皿the　past岨e
　　　　　after　the　spray　of　NANKOR

Taも1e5　T1le　tempeτat岨es　of曲e　Sambe　Farm

　　　　　in　the　test　d－ays

Test　day

te1皿peτature

June　　11　　　12　　　／8　　　19　　　25　　　26

15，016，219，522，124，425．0

Density of 

NANKOR 
O . 251'o.ov O . 5~ 1 . o~ control 

bef ore treatment 8
 

13 10 10 

after 24 hours 8
 

5
 

2
 

22 

af ter 7 days 2
 

2
 

c
 

1
1
 

af ter 14 days 5
 

4
 

o
 

5
 

co皿枕o1

　14目後は7日後とほとんど変らない。

　この結果から，ナンコール乳剤は室内に置く限り，水

で希釈した後も，少なくとも2週間はその効果の低下が

認められなかった。

皿．牛体塗布試験

　1．夏の試験：難波（6）によると，ダニは体が大きいほ

ど薬剤に対して強いという。夏には多くの若虫に若千の

成虫が混在（1）して寄生するので，秋の幼虫期に比し薬剤

に強いことになる。

　30

　　　　　　　　考　　　　　察

工　残留効果試験

第1表に図示すると第2図のようになる、

100

岩50

ε

O

1．O％

O，5％

O．25％

童200・5％

5　0・25％
毛
書

10

0．5％

com肘o1

01・O％

0．25％

CO耐rOi

1．O％

co砒m1
　　　J廻㎜鱈12　　　　　　　　　　19　　　　　　　　　　26

　　　　　　　　　date

　Fig．2　The　morta1ity　of　ticks　in24hours

　　　　after　exposed　to　NANKOR　for　l　houら

　調製後24時間では，各濃度ともに無処理に比し死亡率

がいちじるしく高く，明らかに薬剤の効果が認められ，

この点については7日，14目後も同様である。また死亡

率の高さは濃度にほぼ正比例する例

　7日後においては，1．0％を除き，ほとんど濃度に比

例して死亡率が高くなったが，これは第5表のように試

験目ごとに気温が上昇しているので，それが原因かも知

れない、1．0％の死亡率が高くならないのは90％程度以

上の死亡率は温度の影響が現われないほど高率であると

も考えられる。

　　J㎜・1213　　19　　26　J㎜1y3
　　　狛te

　F1g　3　Changes1n垣ck　Popu1at1on　on　caれ豆e

　　　　　　（NANKOR，Sum㎜er　test）

　第2表を図示すると第3図のようになるが，この図に

よって直ちに各濃度を比較判断することは，各牛の当初

の寄生ダニ数，放牧開始時期の違い，年の個体差（1）など

を考慮に入れるとはなはだ困難である、

　この図で考えられることは，薬剤塗布翌日はダニがい

ちじるしく減少するのは薬剤の効果であろうというこ

と，無処理が3頭の平均をとるとダニ数が試験が終るま

でしだいに増大して行くが，薬剤を塗布したものでは途

中増大してもダニの脱落が早くなるようであること，

1．0％ではダニの寄生があまり多くならないようである

ことなどである。

　しかしいずれの牛についても，飼育者たちは実験に角

いた牛が例年の放牧よりいちじるしくダニが少なく，ま

sokyu
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た他の放牧牛に比較してもタニの付着が非常に少ないと

喜んでくれた、これから判断すると薬剤の効果は充分あ

ったようである、

　要するに夏の試験では，塗布翌目には効果が現われた

ようであるが，放牧された時期が牛によって異なること

やダニの薬剤に対する抵抗カの強い時期でもあり，その

後の結果については判断に苦しむことになった。

　実験牛が例年より，また他の牛よりダニが少なかった

ことが事実であるなら，無処理の片面も薬剤の影響がな

かったとはいい難く，今後の試験に注意を要する、

　さらに秋の場合も同様であるが，ダニの寄生が少ない

時にはダニは皮膚下の比較的太い血管上に列をなして寄

生することを観察した、これは今まで気づかなかったこ

とで，このことからタニを数える区画は5c皿X5cmで

は狭すぎたといえる、区画の設定場所と最小限の面積に

ついてはさらに研究を要する。

　2．秋の試験：第4図によって見られるように，処理

牛は無処理牛に比してダニの寄生が明らかに少ない帖0，

25％と0．5％の間では実験期間を通じてあまり差はなく，

夏にこの両者の増減がよく似た傾向を示したことと対照

1，000

牛全体を眺めると，一見して判別できるほどはなはだし

く異なる、これによっても調査区画の設定方法が適当で

なかったといえる、1．0％においては一見ダニが寄生し

ていないかと思われるほど少なかった。

　要するに秋の試験では薬剤の効果が明らかに現われた

ものと考えられ，1．0％ではそれがいちじるしく，O，5％

も効果はあったが，0．25％との差は僅小のように思われ

た、夏・秋を通じ薬剤による牛の障害は全くなかった。

皿．牧野散布試験

　第5図で明らかなように，1．0％と0．5％では24時間後

にいちじるしくダニが減少しており，両者に大差がない

ようで，この実験のみで結論は下しえないが，牛体上で

は1．0％と0．5％の差が大きく，0．5％と0．25％に差のな

いことと比較すると興味がある。

　　30

20
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　　　sep．1σ11　　　　17　　　　　　24　　　　0ct．1

　　　　　da淀
　F1＆4　　Changes　m　t1ck　popu1at1on　on　ca竹1e

　　　　　　（NANKOR，Au加mnをes亡）

すると興味がある、これらを無処理と比較する時，最大

．値を示した10月24目において，無処理1，000に対しこれ

らは600～ア00で、いちじるしい差はないように思えるが

30　1　　　　　　7　　　　　　　14
Sep．Oct．

　　d説e

　F1g　5　Changes1n　t1ck　popu1at1on　m　the

　　　　past岨e　afteτ比e　spray　of　NANKOR

　0．25％ではあまりダニ数は減少していないが，無散布

では増加している。無処理区においても，この時期の幼

ダ干が牧野で増加することは考えられないので，この程

度の差はフランネルのひきかたやその日のダニの活動性

1こより・当然起りうるものとしてさしつかえないと思わ

れる。

　ア目目以後では0．25％とq．5％とは差がなくなり，1．0

・％ではダニは付着しなくなった、
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　14目目に1．O％は別として全区差がなくなったのは，

ダニが休眠にはいるか休眠前の不活動状態になったもの

と考えられる。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　殺虫剤による放牧牛に寄生するダニの防除の実用化に

資するためう低毒性燐剤ナンコーノレの25％乳剤を用いて

実験を行なった、濃度は全試験とも0．25％争0．5％，1．O

％であった、実験は残留効果試験と牛体塗布試験と牧野

散布試験の3種であった、牛体塗布試験は夏の若虫と秋

の幼虫に対して行なった。試験したダニは残留効果試験

ではフタトゲチマダニであったが，他の試験でも大部分

この種が対象となった。

　1．残留効果は室内では少なくとも2週間は認められ

た、

　2．夏の若虫では各濃度とも24時間後だけは効果が認

められ，1．0％の牛にはダニは多くつかなかった、

　3．秋の幼虫では，各濃度とも効果が認められたが，

1．0％が最もいちじるしく，O．5％とO．25％では大差がな

かった。

　4．牧野では24時間後では0．5％と1．O％の効果がいち

じるしいように見えたが，6目後では0．25％とO．5％の

差はなくなり，1．0％が最大の効果を示したようであっ

た。
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　h他e1a廿er　case　t1he　effect　of　NANKOR　mcreased1n　d辻ect　proportion　to　its　d．ens1ty
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